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令和３年度鹿児島市議会議員研修会概要記録

山梨県富士吉田市　　　　　
新倉山浅間公園（下吉田駅）

【開催日時】令和４年１月14日（金曜日）13時15分～ 15時
【会　　場】市役所西別館３階　議場
【講 演 会】

・演題　コロナ後の都市戦略と観光
・講師　鹿児島市シティプロモーションアドバイザー　松山　良一　氏

＜講師プロフィール＞
鹿児島市出身。東京大学経済学部を卒業後，三井物産

入社。イタリア三井物産社長，三井物産広報室長，米国
三井物産副社長，三井物産九州支社長を歴任。

駐ボツワナ特命全権大使に就任し，南部アフリカ開発
共同体日本政府代表を兼ねたほか，独立行政法人日本政
府観光局（ＪＮＴＯ）理事長として，わが国におけるイ
ンバウンド観光振興の旗振り役を務めた。

現在は学校法人国際大学理事，同大学グローバル・コ
ミュニケーションセンター所長を務め，令和元年６月に
鹿児島市シティプロモーションアドバイザーに就任。

特　集　３
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１　はじめに

本日の演題は，「コロナ後の都市戦略と観光」
としているが，新型コロナウイルス感染症によ
り世の中が相当変化してきていて，今までの延
長線では全く駄目な時代が現に目前に来ている
と思う。そういう中で，都市として何をねらい，
どのような都市を目指すべきかの参考になるよ
うな話をさせていただくのが一つと，観光は産
業を盛り立てる非常に大きなツールなので，観
光のこれまでの動きとコロナ禍での状況，コロ
ナ終息後に，こういうことを考えてみてはどう
かということを中心に，お話をさせていただく。

まずこの富士山の写真であるが，この写真一
枚で今までの観光，特にインバウンド観光の非
常に大事なところが何点か入っているので，ご
紹介させていただきたいと思う。

この撮影スポットは，富士吉田市にある富士
急行線であまり日本人は降りない駅から 20 分
ぐらい歩いたところにある公園で，最初にここ
を発見したのは，タイから来た観光客である。
富士山が見えて，桜があり，そしてこれは京都
の五重塔ではなくて慰霊塔なのだが，五重塔が
ある。それらを一度に見られる場所だというこ
とで，タイからの観光客がいっぱい来られて，
今では富士山の写真を代表するものの一つに
なったということである。観光は，日本人がい
いと思うものも大事であるが，やはり来ていた
だく外国の方から見て素晴らしいという，外国
人目線が非常に大事だということが，この写真
が物語る１点目である。

次に２点目であるが，観光は，雑誌などで宣
伝するよりも，口コミの力がとても大きい。先
に述べた撮影スポットも，タイ人のＳＮＳで，
素晴らしい場所があると口コミで広がり，多く
のタイ人が訪れ，その後いろいろな外国の方々
が来られて有名な撮影スポットになったわけだ
が，すなわち，これからの観光においては口コ
ミが大事であって，その伝達は新聞や雑誌では

なくて，ＳＮＳが非常に大事であるというのが
２点目のポイントである。

３点目は，Ｗｉ－Ｆｉである。日本人は携帯
電話があればインターネットにアクセスできる
ので，必要性をあまり感じていないと思うが，
外国人の場合，Ｗｉ－Ｆｉがないとインター
ネットにつながらない。そういう意味で，その
撮影スポットにＷｉ－Ｆｉがあるかないかはと
ても大きい。感動したとき，そこにＷｉ－Ｆｉ
があると，そのまま自分のＳＮＳにアップでき
る。いろいろな観光ポイントにＷｉ－Ｆｉがあ
るというのが非常に大事で，私が政府観光局に
いるときもずっとお願いして，だいぶ整備され
たのだが，以前はなかった。今はＷｉ－Ｆｉも
あって，その場で受けた感動をそのままＳＮＳ
にアップできるようになっている。このように，
Ｗｉ－Ｆｉが大事だというのが３点目のポイン
トである。

最後は，今鹿児島市の方でも言っているが，
稼ぐということである。観光は，観光客が何人
来るかも大事であるが，稼がないと全く意味が
ない。稼ぐ観光というのはこれから非常に大事
である。人は感動すると財布の紐が緩む。その
時に何か体験型など，ちょっとしたお土産でも
あれば消費につながって，そこにいる方々が稼
ぐことに結びつく。だからこれからは，稼ぐ観
光がますます大事だと言えると思う。

この一つの写真で，今までのインバウンド観
光の大事なところ４点を物語るということで，
紹介させていただいた。

２　都市戦略

次に，都市の話をさせていただきたいと思う。
都市の競争力ということで，森記念財団がいろ
いろな指標を集めて各都市の競争力評価という
のを毎年出しており，国内でも非常に信頼を置
ける評価の指標ではないかと思っているが，そ
れによると，2021 年，鹿児島市は人口では日
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本で 27 番目の都市であるが評価は 20 番目で，
なかなかいい位置にいるのではないかと思う。
評価の中身については，文化や生活といった分
野はいいのだが，ビジネスや，交通・アクセス
といった分野は，まだ劣後にあるのが現状だと
思う。

また，野村総研が 2017 年に都市の成長力と
いう観点で評価を出している。ご存知と思うが，
鹿児島市は総合ランキングで５位，ポテンシャ
ルランキングと都市の魅力で２位，移住者にや
さしい，シニアに魅力で１位といった評価を得
ている。鹿児島市はそれなりに，対外的に良い
評価を得ているというのが今のポジションでは
ないかと思う。

次に，私自身がここ２年ぐらいシティプロ
モーションアドバイザーを務めさせていただく
中で，市政に関して気づいた事をお話させてい
ただくと，まず基本構想の実現に向けた予算執
行については，概ね私が見るところうまくいっ
ているのではないかと思う。ただ予算執行にお
ける優先順位や，それをいかに実現するかのア
クションプラン，課と課の連携はまだ弱く，課
独自でプランしているところがあるのではない
かと感じている。

そして市民目線について，相続の手続きに行
くと，例えば市民課や長寿支援課，国民年金課
などいろいろな課が関与する。窓口の方々は笑
顔でうまく対応していると思うが，誰が亡く
なって，申請に来た人は誰であるかを課ごとに
記載しないといけない。一度記載したらそれが
パッと連携するようになれば非常にスムーズに
いくのだが，それが今は全部課ごとなので非常
に時間がかかる。窓口の方々が笑顔で親切なの
で，市民の不満はあまりないとは思うが，この
辺は大きく改善するところがあるのではないか
と感じたところである。

私が今取り組んでいるシティプロモーション
の目的は，鹿児島のファンをいかに作るかとい

うことであり，その結果，鹿児島市に住んでい
る方々が鹿児島を素晴らしいと思うような誇り

「シビックプライド」の醸成と，稼ぐ観光の促進，
そして移住促進の３点について，これから具体
的にどうすればいいかを，関係者の方々と案を
練っている段階である。

また，市政に関する気づきという点で，私は，
国主導案件への取り組みをもっと積極的に活用
すべきではないかと感じている。国は，非常に
大きな予算をとっていろいろなことに取り組ん
でいて，例えば，政府が東京オリンピック・パ
ラリンピックのホストタウンを募集したが，鹿
児島市は，確かラグビーだけで，他に何も参加
しなかった。これは結果的に無観客になったの
で大きなマイナス面はなかったと思うが，隣の
宮崎や熊本は，イギリスなどからチームを呼び，
合宿をしていた。

また，デジタルを使って市の仕組みをよくし
ていこうという，スマートシティにも参加して
いない。ＳＤＧｓ未来都市には参加しているが，
なかなか積極的ではない印象を持っていた。政
府が主導の案件には，必ず予算がついている。
例えばスーパーシティについて，実現したい構
想があれば，政府の予備費など様々な予算をう
まく活用すれば，およそ半分の予算で実現でき
ることがあるので，こういった政府関係の取り
組みについてはアンテナを張ってどんどん参加
すべきではないかと思っている。

また，豪雨被害対応で感じたのは，2019 年
に，８・６水害並みの豪雨が来るということで，
当時避難情報の警戒レベルが非常に不明確な基
準だった中，当時の森市長が英断で，全員避難
という指示を出した。これはこの基準ができて
初めての事例だったので，各マスコミも非常に
興味を持っていろいろ取材にも来たと思う。と
ころが，避難所が満員で妊婦の方が避難できな
かったことなどが取り上げられ，揶揄された。
その時思ったのは，ホームページは，アクセス
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が集中しパンクしても，すぐ緊急サイトを立ち
上げることができたが，避難所の情報は避難所
の場所だけで，その中に今何人いるとか，人数
がオーバーしているかどうかの情報は何もな
い。垂水市は規模が小さいが，しっかり情報を
出していた。今はスマートフォンで確認できる
ようになっているが，そういうことを感じた次
第である。

次に，これからの都市について考える場合，
まずは，世の中が今後どうなるかを考えないと
いけないと思う。いろいろなところが出してい
る長期予想の中の一つである野村総研の資料に
は，日本には少子高齢化などの課題があり，先
駆けて課題を解決するためには，一極集中から
分散へ取り組むこと，デジタルを活用すること
など，チャレンジすべきことが書かれており，
一つの参考として考えているが，いろいろな予
測がある中でも，少子高齢化，これだけは間違
いなくこれから訪れると思う。その点をより詳
しくお話をさせていただければと思う。

国連が 15 歳から 64 歳の人口の推移を予想し
ており，それによると，日本の人口はどんどん
減っていき，今は人口が多い中国・インドも，
2015 年や 2030 年をピークにだんだん減ってい
く。それに伴い，15 歳から 60 代の働き手もど
んどん少なくなる。ところがサブ・サハラとア
ラブは，どんどんこれから人口が伸びていく。
65 歳以上の人口も，概ね同じような状況にあ
る。すなわち，日本は少子高齢化の最先端を行っ
ているが，中国・インドにもいずれ訪れること
が，この予想を基に言える。

次に，居住外国人を含む住民基本台帳人口を
都道府県別で示した総務省の資料で，15 歳か
ら 44 歳の働き手と 70 歳以上の人口を，2015
年と 2010 年で比較した場合，首都圏と関西圏，
そして九州では福岡だけは人口が増加し，他の
県は全て減少している。ただその中身を見ると，
首都圏等含め，増加しているのは 45 歳以上で，

一番の働き手である 15 歳から 44 歳は，全都道
府県で減少している状況になっている。

そういう中で，少子化が今一番大きな問題と
して我々の目の前にあり，この改善が，各自治
体にとって大きな課題の一つではないかと思
う。鹿児島市においても，合併した平成 16 年
と令和３年の住民基本台帳人口を比較した場
合，全体の人口はほぼ横ばいで，０歳から４歳
の新生児もほぼ横ばいであるが，一番の働き手
である 15 歳から 44 歳は，約４万 6,000 人減少
している。つまり，15 歳から 44 歳の転出入を
プラスマイナスゼロに持っていくことが，鹿児
島市で今後取り組むべき一つの大きな対策では
ないかと思う。

また，少子化の原因の一つに，未婚化・晩婚
化があると思う。25 歳から 29 歳の男性の未婚
率を 1975 年と 2015 年で比較すると，1975 年
は約 50％だったのが，2015 年には約 72％となっ
ている。もちろん人それぞれのライフスタイル
があるので，結婚したくない人もいるだろうが，
このようにだんだん結婚が遅れているのが大き
な一つの要因ではないかと思う。また，もう一
つの要因として，結婚すると生活ができない状
況もあるのではないだろうか。そうであれば，
行政はそういう若者を支援して，結婚する意志
がある人に，できるだけ早く結婚していただき，
ライフスタイルを楽しんでもらうことが必要で
はないかと思う。今，社会保障費の約 70％高
齢者に使われており，高齢者が増えるにつれ，
ますます増加する一方，若者に対する支援は日
本全体において非常に少ない。限られた予算で，
若者の子育て，雇用，移住に対し，これからど
のような支援をするか，鹿児島市もいろいろと
考える必要があると思う。

人口対策のもう一つ大事な点として，地産地
消がある。消費が地域で循環しないと意味がな
い。例えば，琵琶湖や関ヶ原といった有名な観
光地があるが，そこは知名度があるだけで他に
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何もない。また，例えば大阪のたこ焼きのよう
にＢ級グルメがあれば観光客数や売り上げは多
いが，原材料や工場が地元でないと地域に対す
る貢献はほとんどない。また，北海道の猿払村
はほたてが有名，徳島県の上勝町は葉っぱが有
名で地産地消しているが，今はその稼ぎのほと
んどが貯金に回っていて地域に回っていない。
一方，うまくいっている例として，北海道ニセ
コ町や沖縄の竹富町では，売り上げが地元で消
費され，地域で巡回している。そのようになる
ために，これからどんな施策を考えるかが，非
常に大事ではないかと思っている。

次に，どのような都市を目指すのかについて
だが，都市にもいろいろな都市があり，データ
を活用したスマートシティもよく話題になる
が，まず一番大事なのは，鹿児島市が今後 10
年間でどのような都市になりたいか，いろいろ
な知見を集めて方向性を決めることだと思う。
日本では会津若松が非常にうまくいっている
ケースであるが，データを活用したスマートシ
ティを目指すのか。もしくは，今非常に話題に

なっていて，北九州市が目指している，脱炭素，
ゼロエミッションにしっかり取り組む都市を目
指すのか。あるいは，ウェルビーイング，そこ
に住んでいる人の幸せを大事にする都市を目指
すのか。このようにいろいろな都市の形がある
中で，鹿児島市がどこを目指すのかを，いろい
ろ知見を集めて議論した上で決めて，ステップ
を踏むことが必要ではないかと思う。そういう
意味では，パーパス，目的が明確であることが
非常に大事である。ストックホルムでは，市長
が 10 年ぐらい前からウェルビーイングの町に
なると宣言し，いろいろ取り組んでいるのだが，
そうするとウェルビーイングに興味のある人が
ストックホルムに集まり，だんだん具体的にな
り，ただお題目を並べただけではなく，自主的
にウェルビーイングの町になりつつある。そう
いう意味で，どのような都市になりたいのかを
いろいろ議論して決めて，手を打つ必要がある
のではないかと思っている。

そういった中で，データを活用したスマート
シティを目指す場合，前提となる考え方のモデ
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ルが大きく３つある。一つは，アングロサクソ
ンであるマーケットがすべて決め，とにかく競
争だという市場主導，もう一つは，中国が典型
であるが，政府がすべて決めて，個人才覚や意
向があまり反映されない政府主導，また，地域
が中心にまとまるコミュニティ主導，この３つ
である。

敗戦前の日本は，各村に長老がいて，村でい
ろいろ議論し，最後には長老の一言でまとまる
といったコミュニティ中心の世界だったと思
う。ところが戦争に負けて，アメリカの考え方，
いわゆる市場経済が入ってきて，家族・地域共
同体が徐々に弱体化し，相互扶助の機能が低下
した。その対応として，政府主導で社会保障機
能が拡大し，ついこの間まで来たと思うが，今
度は，少子高齢化で社会保障費等々が増大した
ことで，政府の力も万能ではないという時代に
来ていると思う。そういう中で，日本としてど
のモデルでいけば良いか曖昧模糊としているの
が，今の情勢だと思う。その中でコロナがあり，
今までのやり方と全く違うことをしないとなか
なか生きてもいけないようになっているので，

これから日本としてどうすればいいかという大
きな課題が突きつけられているのが，今の段階
ではないかと思っている。

そういう意味で，一つのモデルとなるのは北
欧である。北欧では，インクルーシブシティ，
ヘルシーシティ，スマートシティなど，目指す
シティの形がいろいろある。その中で，まずリー
ダーシップが大事で，次にインクルージョン，
最後はウェルビーイングに持っていこうとい
う，段階的にステップを踏むような形で，都市
のあり方を検討し，実行している。日本は，政
府がスーパーシティを高々と掲げていて，３つ
の基本理念と５つの基本原則があるが，これは
ある意味頭で考えたもので，具体的なアクショ
ンと結びついていない。また，国交省のスー
パー・メガリージョンや，居心地が良く歩きた
くなるまちなかといったいろいろな方策も，各
省庁は縦割りで作っており，日本全体としてう
まく統制がとれておらず，縦割りの弊害である
と思う。

その中で日本は，どのようなロードマップで
実現するのか。先ほど北欧が段階的にステップ
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を踏むような形で実行していると言ったが，ス
テップ・バイ・ステップが大事ではないかと思
う。マズローの欲求６段階説に当てはめてス
マートシティを考えた場合，まず利便性・効率
性を重視し，その次に，生命・健康を重視する
か，市民参加・政治参加を重視するか，ないし
は国際競争力を重視するか，いろいろなステッ
プがあると思うが，実現した暁には，ウェルビー
イング，幸せの実感というところまで持ってい
くという大きな方向性と，それに伴うステッ
プ・バイ・ステップのアプローチが必要ではな
いかと思う。例えばスマートシティでは，会津
若松がうまくいっている先進事例となっている
が，実現する強い意志をもち，それをアクセン
チャーとして少しずつ積み重ね，10 年掛かっ
て今の会津若松がある。そういう意味で，鹿児
島市においても，いろいろ議論し，実現しよう
としていただければと思っている。

北欧の先進事例で，例えばＩＴはエストニア
が非常に進んでいるということで，日本のデジ
タル庁では，何かあるとすぐエストニアをモデ
ルにしているが，私の意見としては，せいぜい
人口が数百万人のエストニアと１億 2,000 万人
の日本では，全く同じことができるはずはない。
参考にはなっても，そのまま真似するのでは，
エストニアの様にはならないと思う。ただ，地
方の自治体においては，大いに参考になるので
はないかと思う。

北欧は，コミュニティ意識が大変強い。社会
保障も非常に充実しているので，生活に対する
安心感がある。そして，イノベーションにも取
り組んでいて，ＮＯＫＩＡなど進んだ企業が北
欧から出ている。税金は高いが，政府に対する
信頼があり，充実した社会保障を楽しんでいる
というのが北欧の世界である。その結果，一人
一人が，幸せというウェルビーイングの実現に
だんだん成功しつつあるというのが今の北欧の
現状である。私としては，鹿児島市もこの辺を

しっかり学んだ方がよいのではないかと思って
いる。

３　自治体の役割

従来の自治体の役割は，とにかく住民に寄り
添う受け身の対応が大事だったかと思うが，こ
れからは，対話する力，そして，さまざまな利
害関係者の調整役として，鹿児島市の舵取り役
になり，地域が抱える課題を解決することで新
しい価値を生み出すことが求められていると思
う。これまで日本は，自動車中心の非常に利便
性の高い社会を実現したと思うが，これからは，
幸せとなると人と人との触れ合いがあることが
一番大事であるので，そぞろ歩きできる環境づ
くりがますます大事ではないかと思う。それら
の価値創造には，ＩＣＴとデータの活用が非常
に大事である。まとめると，これからは「対話
する力」と，住民がどう暮らしたいか，何を助
けて欲しいかといった「ニーズを把握する力」
そして，「色々な人の色々な意見を一つにまと
める力」，「解決策に変えていく能力」が，自治
体に求められるのではないかと思う。

その方策としては，まずは知識創造が必要
で，北欧などの先進事例を学ぶ。そして対話す
る力が必要で，住民と行政の信頼関係を築く中
で，祭りは非常に大きなツールになると思う。
それと，やはり稼ぐためには，何か新しい産業
も創出しないといけない。鹿児島市の方でもク
リエイティブ産業の強化に取り組んでいると思
うが，環境にやさしいグリーン産業の育成など，
新しいサービスの創出と提供が必要である。そ
れと，ローカル情報の活用，すなわち，いろい
ろあるデータをうまく収集し，活用していくこ
とが，これから大事である。そして，デジタル
活用を進めれば，「誰にとっても一律の同じサー
ビス」だけでなく，「あなただけのサービス」
も提供できる。それによって，地域住民の満足
度も上がる。これからはそういう「あなただけ
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のサービス」をどのようにやっていくかが，こ
れから自治体の非常に大事なポイントになるの
ではないかと思っている。

４　日本のインバウンド観光動向

次に，コロナ後の観光について話をさせてい
ただきたいと思う。外国人が自国に来ることを
インバウンドと言い，自国民が外国に行くのを
アウトバウンドと言うが，これまでの日本のイ
ンバウンド観光の傾向と観光先進国に向けての
取り組み，今のコロナ禍の観光の状況と問題点，
そして，コロナが終息した後の観光はどうある
べきかという，４点を中心に話をさせていただ
きたいと思う。

まず，最近の訪日インバウンド市場の概況に
ついては，2019 年の訪日客数が 3,188 万人で，
2020 年が 412 万人，そして 2021 年はまだ公表
されていないが，おおよそ 25 万人を切るよう
である。このように拡大していたインバウンド
が縮小している。

また，観光による経済効果は，2019 年は世
界全体のＧＤＰ総額の約 10％，雇用も 10 人に
１人，観光は人が来ることによって外貨を稼ぐ
から輸出と全く同じ効果があると言うが，世界
輸出額の７％を観光産業が担っている。観光は
非常に大きな産業であるということが言えるの
ではないかと思う。

一方，日本における観光による経済効果は，
2019 年はＧＤＰの約５％であり，世界の半分
ぐらいのポジションになる。

インバウンドは外貨を稼げるので，各国はイ
ンバウンドの奨励策をしているが，日本は以前，
アウトバウンドを奨励する政策をしていた。こ
れは当時，日本はアメリカと貿易摩擦があり，
日本人が外国へ行って外貨を使うことが外貨減
らしになると考えられたためで，それに加え，
1985 年のプラザ合意があり急速な円高になっ
たこともあり，非常に海外旅行をしやすかった。

それで，日本人出国者が 1985 年から 95 年まで
急激に伸びた。その後，2003 年に当時の小泉
内閣がビジット・ジャパン・キャンペーンを開
始し，2019 年には訪日外国人旅行者数が 3,188
万人まで増加したが，今，コロナで大きく減少
している。

2019 年の訪日外国人旅行者は 3,188 万人，約
４兆 8,000 億円を訪日外国人が消費していた
のが，2020 年は訪日人数が対前年比で約 87％
ダウン，消費額も約 7,000 億円に落ち込んだ。
2019 年は４兆 8,000 億円，１人頭約 16 万円を
訪日外国人に消費していただいたわけだが，一
方国内にいる定住者１人頭の年間消費額は 125
万円なので，外国の方が８人いらっしゃると，
日本人の定住者とほぼ同じ消費をしていただく
計算になり，インバウンドの経済効果はここに
あると言えると思う。また，１人頭の消費額に
ついては，例えば 2019 年ラグビーのワールド
カップがあった時は，１人頭約 68 万円消費し
ており，こういったメガイベントがあると，消
費も増加するのではないかと思う。

次に，訪日外国人旅行消費は輸出と一緒であ
るので，訪日外国人旅行消費額４兆 8,113 億円
を製品別輸出額と比較すると，2019 年の日本
全体の輸出額，実質約 75 兆円のうち，観光は
自動車，化学製品に次いで日本３番目の輸出
産業だということが言える。ただ，2020 年の
訪日外国人旅行消費額は約 7,000 億円なので，
2019 年の農林水産物と同じくらいの額である。

日本の観光の経済規模については，建設業と
観光産業はほぼ同規模，雇用は約 450 万人で，
全就業者の７％である。また，日本における国
内の旅行消費額に占めるインバウンドの割合
は，2019 年は 18％，2020 年は７％だが，フラ
ンスやスペインは 40％以上である。日本も相
当増えてはいるが，まだまだ伸びしろがあると
思う。

米国のブランドコンサルティング会社が行っ
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ている，国をブランドとして評価した国家ブラ
ンド指数において，2019 年日本は総合で１位，
観光ではイタリアに次ぎ２位と，非常に評価が
高い。また，世界経済フォーラムが発行する旅
行・観光競争力指数でも，日本はスペイン，フ
ランス，ドイツに次いで４位であり，非常にイ
メージはいい。ところが，外国人訪問者数では
まだ世界 11 位であり，大きなギャップがある。

「いつか，行きたい日本」をいかに「今，行き
たい日本」にするか，今一生懸命取り組むべき
ではないかと思う。

観光立国の意義を簡単に説明すると，まず，
外国に行くと人と人との交流があるので，そこ
で相互理解が進み，外交の補完という大事な意
義がある。また，経済活性化に即効性がある。
外国人が来て長期滞在すると，すぐに雇用増や
外貨獲得に結びつく。また，それが地方に行く
と，地域の活性化にも結びつき，経済的にも大
事な要素がある。そして，一番大事なのが，や
はり外国人は魅力があるところに行くので，自
分の地域が素晴らしいと誇りと自信を持って言
わないと来ていただけない。外国人にとって鹿
児島の魅力は何かということをしっかり学んで
変えていくという，ある意味自分探しのような，
地域の価値の再認識という大きな役割もある。

また，最近のインバウンド観光の傾向として
は，団体旅行から個人旅行，そして長期滞在の
体験型観光へと変わってきている。

５　観光先進国に向けて

2013 年に，2020 年東京でのオリンピック・
パラリンピック開催が決まっていたので，日本
政府は訪日外国人旅行者数の数値目標を，2020
年に 4,000 万人，2030 年に 6,000 万人と定め，
訪日外国人旅行消費額についても，2020 年に
８兆円，2030 年に 15 兆円という目標を定めた。
その目標に向けて取り組んだ中身としては，ま
ず地方創生，そして観光産業を我が国の基幹産

業に育て上げるよう初めて取り組んだほか，外
国の方に来ていただき，満足して帰っていただ
けるような環境の整備，この３つの視点で取り
組んでいた。

その中でメガイベントの活用があるが，2019
年開催のラグビーワールドカップは成功した
が，2021 年開催の東京オリンピック・パラリ
ンピックは，残念ながらコロナで無観客になり，
期待された効果は得られなかった。また，関西
ワールドマスターズゲームズは，2021 年の予
定が 2022 年の５月に延期され，その後再延期
されてまだ日程が決まっていない。関西ワール
ドマスターズゲームズは，おおむね 30 才以上
が参加するオリンピックのようなもので，オリ
ンピックの場合は参加者が１万人と決められて
いるが，これは参加料さえ払えばだれでも参
加でき，これまでの大会の参加者数は約２万
5000 人，この関西大会では５万人を目標に掲
げている。参加者はおおむね 30 歳以上である
ので，ほとんど一族郎党が応援に来て，応援の
前後に地域を回遊するという意味で，経済効果
が大変高いイベントである。また，国際博覧会
が 2025 年に予定されており，メガイベントが
目白押しである。

６　コロナ禍の観光

次に，コロナ禍の観光の話をさせていただき
たいと思う。コロナはある意味，未知の感染症
の恐怖や不安を等しく全世界が経験した初めて
のケースではないかと思う。東日本大震災など
の災害やリーマンショックは，局所的あるいは
先進国だけで限定的だったが，今回は全世界が
何らかの影響を受けた初めてのケースではない
かと思う。

約 100 年前には奇しくもスペイン風邪という
のが流行して，その当時の世界人口約 18 億人
の約３分の１にあたる約６億人が感染し，約
5,000 万人が亡くなられている。当時は第一次
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世界大戦中だったことでいろいろあったようだ
が，そんな中，1920 年にはアントワープで予
定通り五輪が開催されている。なお，このスペ
イン風邪は，その後のＡ型インフルエンザに
なっている。インフルエンザも最初は未知なる
もので，特に発病後の前に感染する初めての感
染症だったため，全世界が恐怖におののいたと
言えると思う。感染症は当然ながら検閲を通り
抜けてしまう。検閲は英語でクワランティン，
イタリア語では，数字の 40 をクワランタと言
うのだが，イタリアのベネチアでは，アラブか
ら珍客が来ると，どんな病気を持っているかわ
からないということで，40 日間島に隔離して，
何もないことを確認してから入国させていたと
いう。感染症の対策は昔から隔離しかなかった
が，だんだん知見が高まりつつあるので，これ
からは隔離だけではなく，コロナといかに共生
して生活していくかということを，トライアン
ドエラーを重ねながら取り組んでいく状況に
なっているのではないかと思う。世界全体が被
災しており，2021 年 12 月末では約２億 8,000
万人がコロナに感染し，約 540 万人がお亡くな
りになっている。最近は，オミクロン株が非常
に奮っており，感染者は毎日約 200 万人増えて
いて，2021 年１月 13 日現在では約３億 1,000
万人が感染し，550 万人がお亡くなりになって
いる。感染者数と比べ死者の数は増えていない
のが現状である。

そういった中で，一番大きな影響を受けてい
るのは運輸，飲食，宿泊業で，需要がなくなっ
てしまった。そして移動の自由が制限され，人
と人との交流が止められてしまったのは，非常
に大きな影響ではないかと思う。ドイツのメル
ケル首相は一昨年「移動の自由は我々が苦労し
て勝ち得た権利だが，今はその権利を横に置い
て移動の制限に協力してもらえねば困る」とい
う，いわゆるロックダウンを呼びかける，非常
に感動的なスピーチをしたが，人間の本来持っ

ている移動の自由を非常に大きく妨げているの
も，コロナの大きな影響である。これは余談だ
が，私は東西ドイツが統一する前，東ドイツの
ライプチヒの民宿で普通の家に泊まった。東ド
イツの人々は，昼は庭先で食事するなど，日本
よりも非常に優雅な生活をしており，テレビで
西ドイツの情報は全部分かっていて，非常に楽
しくやっていた。だが彼らは，キューバなど共
産圏には自由に行けるが，西側には音楽やス
ポーツをしている人しか行けない。移動の自由
がないことが一番困ると言っていた。今回のコ
ロナでは，世界的にそういった状況になったの
が，今回の大きなコロナの影響ではないかと思
う。

このような状況を受けて，日本政府は，国民
の生命と暮らしを守るため，感染防止対策と，
雇用，資金繰りを守るため莫大な資金を出して
いる。全世界で 1,400 兆円の資金が支出されて
いるが，日本でも 100 兆円の一般会計に加え
て，70 兆円の補正予算が組まれ，40 兆円の財
政投資がなされるなど，潤沢な資金が投入され
ている。また，ゼロ融資という無担保無利息融
資も，資金繰りに困った企業等に対して，政府
として迅速に支援していると思う。未だ雇用と
資金繰りに困っているところもあるのは事実で
あるが，おおむね何とか踏み留まっており，全
世界的にも足並みをそろえてうまくいっている
と思う。もちろん数年先には返済しなければな
らないので，そのときどうなるかはこれから先
の話だが，第１歩は非常にうまくいったと思
う。次に，安心感の醸成が重要で，これはただ
何となくの安心や不安ではなく，データに基づ
いて情報発信をすればいいのだが，どうも今の
専門家の方々はそこが足らないのではないかと
思う。そして当面の国民の対応については，当
然パニックにならないことと，最悪事態を考え
て行動することが重要である。また，過度な自
粛は禁物である。例えばデルタ株においては，
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一番の問題は感染すると血栓ができ，その血栓
が肺に入り肺炎になって重症化してしまうこと
で，血液を溶かす薬を飲めば全然問題がなかっ
たということで，正しく恐れることが大事であ
る。ただ，オミクロン株は非常に感染力が強く，
風邪のようだと言う人もいて，これからどうな
るかわからないが，正しく恐れ，人間の自己治
癒力細胞免疫力をきちんと生かし，コロナと共
存する具体策を取っていかないといけないと思
う。そして今，抜本的な構造改革する大きなチャ
ンスが来ていると思う。不動産バブルの時は非
常に苦しんだわけだが，そのうち土地の地価が
上がるだろうとなかなか抜本的な動きができな
かったことで，最後は大きな償却となり，日本
全体も大きく毀損したと言えるが，これをきっ
かけとして，いろいろな思い切った手を打つ時
期にあるのではないかと思う。

ユネスコの観光版であるＵＮＷＴＯがまとめ
た資料によると，2020 年はコロナの影響でイ
ンバウンド数が世界全体で 74％ダウン，イン
バウンド消費も 85％ダウン，雇用も 36％ダウ
ンで１億人減り，観光産業は世界全体で大きな
ダメージを受けている。コロナがいつまで続く

かは，治療薬とワクチン次第である。例えばエ
イズウイルスは，変異が激しく，ワクチンは全
く効かなかった。しかし，感染しても発病を抑
える治療薬が行き渡ることにより，エイズに対
する不安はだいぶ減った。だから，コロナもワ
クチンが効果を発揮するだろうし，これから出
てくる治療薬にも大いに期待している。それと，
移動の自由をどういうタイミングで解除するか
であるが，ヨーロッパはすでに自由に移動でき
るようになっているが，日本の場合は原則，外
国からの入国が禁止され，海外から帰国した日
本人も 14 日間，自宅等で待機することとなっ
ている。それをどのように緩和するのか。そし
て，旅行者やビジネス客の安心感をどのように
取り戻すかが，これからの大きな課題である。

2019 年の国際観光客到着数は全世界で約 14
億人だったのが，2020 年は約３億８千万人で，
非常に落ちており，おそらく昨年は１億人にも
満たないとみられるが，今後どうなるのか。Ｕ
ＮＷＴＯの作成した 2021 年から 2024 年のシナ
リオによれば，2019 年のレベルまでの回復に
は２～４年要すると言われており，2024 年ま
で戻らないであろうというのが，大体のコンセ
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ンサスになっている。安心感がないと人は動か
ないので，その 2024 年が一つの目途ではない
かと思われる。そこを覚悟して，その間，ど
のように特に観光に携わる方々が耐え忍ぶか，
戻ったときにどんな手を打つかを，取り組む時
期にあるのではないかと思う。

また，コロナにより旅行者の行動も変化して
きている。観光に携わる専門家の方々は，最初
に動くのは若者で，次に富裕層，その次がビジ
ネス客という順ではないかと言っている。今，
15 歳から 25 歳の若者，いわゆるＺ世代は，ト
レンドの先を行っている。彼らのトレンド，意
向をしっかり押さえる必要があるのではない
か。また，これからは，本物志向が強まると言
われている。ただそこに行ってご飯を食べるだ
けではなく，そこに行くことによって，何か自
分の人生に役立つような体験ができるところで
あれば，積極的に動く。ただ見るだけならバー
チャルリアリティーがあるので，とにかく本物
を用意しないといけない時代がこれから来ると
思う。鹿児島県も，伊藤元知事時代に「本物。
鹿児島県」というＰＲを行っていたが，「本物」
の時代がこれから来ると言えると思う。

日本の観光については，日本国内旅行消費額
が 2019 年は約 28 兆円，2020 年は 11 兆円で，
コロナ禍で大きく落ちており，観光関係は大き
なダメージを受けたわけだが，当面の対策につ
いては，壊滅的である観光産業を，資金繰りや
雇用確保等しっかり支援することが大事であ
る。そうしなければ，観光がいずれ回復した時
に，観光客を受け入れる人がいなくなってしま
う。そこは今のところ概ねうまくいっていると
思う。また，国内旅行，近場旅行の再開とし
て，ＧｏＴｏキャンペーンが非常によかったと
思う。ただ，約 3,000 億円がどこか中間の業者
に行く，あまり感心しないスキームではあっ
た。このＧｏＴｏで人が動くことによって感染
が広がったエビデンスはほとんどないのに，推

移的な思惑でサスペンドされているが，ある程
度目途ができたら，業者の方により多くのベネ
フィットが行くような形で再開すべきではない
かと思っている。そして受入体制の整備につい
ては，今は長期滞在や体験型が大事になってい
る。そして今ガイドの育成をするべきである。
富裕層，ビジネス客，アジア，豪州という順で
客足が戻ってくると思うので，インバウンドの
受け入れに対する準備をしておくことが非常に
大事だと思う。

それと，コロナの時代がこれからどうなるか
ということで，観光では，東京一極から地方分
散へ，地方の時代が来るのは間違いない。そし
てデジタル技術がどんどん必要になっている。
それをうまく活用することが，これからの観光
では大事である。

７　コロナ後の観光

コロナ後の観光の課題として，まず意識改革
が挙げられる。日本に行きたい人は多いので，
移動が自由にできるようになると，外国からの
インバウンドは急激に増加すると思う。それを
積極的に受け入れる観光業者の方々も必要であ
る。日本の観光に携わる方々は，農繁期終りの
旅行や修学旅行など，日本人相手の観光が多く
あるので，一般的に外国人相手を面倒がり，あ
まり積極的に受け入れてこなかったが，これか
らは，インバウンド客を積極的に受け入れない
といけない。また，日本人は自分たちのことを
優しいと思っているが，外国の方から見ると，
言葉の完璧さを求めるあまり「ノーノー」と言っ
て逃げてしまい，あまり歓迎されていない印象
を持たれてしまっているのは事実である。言葉
は完璧ではなくていいので，とにかく笑顔で「い
らっしゃい」と言うような意識改革がまず一番
大事ではないかと思う。

次に，地方創生への貢献である。地域ブラン
ドというと，コンサル会社が商売としてロゴや



— 92 —

特集３：鹿児島市議会議員研修会概要記録

キャッチフレーズを作成し，それでブランドが
できたように感じるのだが，そうではなく，来
ていただきたい方々に，例えば鹿児島と聞いて，
鹿児島に行きたいと思うようなイメージをしつ
こくお届けするのがブランディングである。ブ
ランディングを構築するためには，外国人目線
と，鹿児島の溢れる魅力を絞り込むこと，そし
て広域連携の３つが大事で，そこから醸し出さ
れるイメージをいかに継続的にしつこくお届け
するかというのが非常に大事なところだと思
う。

次に，観光地域づくりを担う主体，ＤＭＯの
形成であるが，各自治体にある観光協会は地域
の名士の集まりで，新しくマーケティングを行
うのはなかなかうまくいかない。観光庁は，ナ
パ・バレーのＤＭＯなど先進事例があるので，
九州全体，県，地域の３段階でＤＭＯの形成を
促進しており，九州全体も九州観光振興機構一
つのＤＭＯが形成されている。しかし，県や市
のレベルでは形成されていない。そこを今後ど
うするか。また，ＤＭＯの役割は，観光資源の
磨き上げ，マーケティング，継続するための自
主財源の確保がある。最初は官公庁の補助など
支援する動きがあるものだが，鹿児島市も県も
ないのが厳然たる事実である。

また，地方創生においては，ストーリー性を
持った広域連携で，観光コンテンツの質を高め，
地域ごとにターゲティングする必要があり，そ
のためには地域のまとめ役が非常に大事であ
る。そして，稼ぐという意味の質の高い観光の
ためには，訪日客が日本に満足してリピート客
になる必要がある。そのためには受け入れ体制
がしっかり整備されていないといけない。一方
で，受け入れた観光に携わる業者の人たちも，
しっかり稼げないとうまく回っていかない。つ
まり，受入れ体制をしっかり整え，稼ぐ観光へ
脱皮することが，質の高い，稼ぐ観光の前提条
件になると思う。

そして，質の高い観光，稼ぐ観光産業を実現
するためには，ターゲットを欧米豪，アジア・
中国も含めた富裕層，国際会議のＭＩＣＥ，こ
の３点に集約して，鹿児島市として取り組むべ
きだと思う。また，夕食後のナイトライフや国
立公園といった新たな観光資源の開拓や，ス
キー，登山，禅など，体験型観光の充実。そして，
本物を体験していただくためには，あなただけ，
ここだけ，今だけ，という特別感をいかに醸し
出すかが大事である。今，世界の旅行者３％の
富裕層旅行者が，世界の旅行消費 25％を消費
している。そういう方々に日本に来ていただく
ための環境整備がこれから大事だと思う。

それともう一つ，質の高い観光という意味で，
官民連携の強化が必要である。「官」は，方向
性を示すのが一番大きな役割だと思う。そして，
民間は新しいことをなかなかやらないので，支
援金等で民間の背中を押す。規制についても，
例えば景観保全というのは強化すべきだと思う
が，規制があると，当然そこに利権があって既
得権者がいる。何か規制緩和をすると，既得権
者が反対するのがほとんどである。既得権があ
り，反対するのは言うは易し行うは難きである
が，規制は緩和しないといけない。そして「民」
は，特に観光においては民間主体でやるべきな
ので，官民連携の要，自主自立という気概でや
らないといけないと思う。

そして，労働生産性を向上させるためには，
まずＩＣＴ技術の活用が必要で，それにはいく
つかポイントがある。一つは，モノ作り時代の
成功体験からの脱却である。過去には円高をコ
ストカットで乗り切ったが，これからは，いか
に付加価値を作るか，そして，競合者との過当
競争を避けることが非常に大事である。例えば
イタリアの中小企業は，群になるのではなく自
分の道で提言して，それぞれお金をいただいて
売ることに非常に長けている。日本の場合は業
界があり，ほとんど横一列になっている。自分
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のポジションを確認し，他との差別化をしてい
かないといけないと思う。それと，価格を上げ
ることが大事である。今，日本では最低賃金上
げる取り組みをしており，経産省から補助金が
出て，形の上では最低賃金が上がることになっ
ているが，そもそもまず順番が違うため，当然
中小企業がなかなかうまくいかない。一番大
事なのは価格，プライスを上げる努力である。
これもデフレの時代からずっと上がっていな
い。世界各国のビッグマックの価格を比較した
ビックマック指数というのがあり，アメリカは
約 590 円だが，日本は 390 円で，世界 25 番目
で非常に安い。シンガポールから来た人が，日
本は半額ぐらいの値段だと言っている。大きな
チャレンジであるが，これから努力して値段を
上げないと，なかなか稼ぐところまでいかない
と思う。また，日本人の団体一泊周遊旅行から，
個人，長期滞在，体験型旅行へのビジネスモデ
ルの転換も肝心である。そして，富裕層の人が
来て楽しいと思うような体制をいかに作るかと

いうことが大事ではないかと思う。
次に，災害復興と需要回復について話をさせ

ていただくと，私は，東日本大震災発生時はボ
ツワナにいて，朝のテレビで家屋が津波で流さ
れている映像が映り，大きな津波があったこと
を知った。あの時は，ライブで津波の状況を放
送していて，ＢＢＣやＣＮＮなど全世界で放送
された。日本は公表を遅らせていたが，福島第
一原発１号機と３号機の爆発を，アメリカのＡ
ＢＣがライブで放送していた。まさしくキノコ
雲のような黒い煙が立ち昇る様子が報道され，
それを見た多くの人たちは，日本全体が津波で
被災し，放射能に汚染されたような印象を持っ
た。それで日本への客足はバタッと止まった。
そのあと私は，津波を受けたのは東北の一部で，
放射能については，福島は非常に大変だが，そ
れ以外のところの状況はこうであるといった，
正確な情報の発信にまず努めた。これが一番大
事である。それと同時に，まず外国の方に来て
もらい，大丈夫であると，その体験を発信して
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もらうことが大事だと思う。例えばレディー・
ガガが来日し，日本は安全だと発信されて，大
体回復したと思う。そして，市場ごとに風評被
害を見極めた戦略立案が重要である。東日本大
震災直後は，放射能で日本全体が汚染されたイ
メージが広まり，客足がパタッと止まった。ア
メリカや豪州は，しばらく経つと戻ってきたが，
ドイツ，シンガポール，韓国の３国はなかなか
戻ってこなかった。ドイツはチェルノブイリ原
発事故があったことで放射線にアレルギーがあ
る。こういう状況を見ると，例えばアメリカに
放射能の状況を伝える必要はないが，ドイツな
どには，しっかりと現状をお伝えする必要があ
り，市場ごとに異なる情報発信をすることが非
常に大事だと思う。

そして，報道による印象と現実にはギャップ
がある。以前パリで爆発があったが，パリ全体
が爆発され非常に危ないというイメージが定着
して，客足がパタッと止まった。それからしば
らく回復しなかったのだが，客足が戻ったきっ
かけはＳＮＳだった。パリに行った人が，今パ
リは安全だとＳＮＳでどんどん拡散して，客足
が戻ったということである。メディアは，新し
いものを追いかけるため，パリで爆発があった
ことは報道するが，安全だということは誰も報
道しない。だがＳＮＳという非常に便利なツー
ルがあるので，それをこれからどのように活用
するかということが，これから大事ではないか
と思う。

最後に，鹿児島観光への期待ということで話
をさせていただきたいと思うが，鹿児島の強み
は，文明開化の歴史を体感できる素晴らしい街
で，大久保利通や西郷隆盛といった明治維新の
立て役者，歴史ロマンの街，そして明治の産業
革命遺産群という世界遺産もある。また，種
子・屋久，奄美，徳之島，これも世界遺産への
ベースキャンプという非常に大きな特典があ
る。そして，鹿児島のキラーコンテンツは桜島

と明治維新であるが，これから考えなければな
らないのが島津のブランドである。ＮＨＫの大
河ドラマ「鎌倉殿の 13 人」が始まったが，島
津家は鎌倉時代からずっと続いている日本でも
数少ない名家であり，いろいろな物語などがあ
ると思われ，多くの史跡も残っている。島津ブ
ランドをこれからどのように活用するかを考え
る必要がある。それから桜島は，鹿児島に住ん
でいると灰が降って大変だと思うが，九州一円
を旅行した旅行者に印象を聞くと，鹿児島がよ
かったと言う。桜島という活火山がこんな人口
の多い都市の目の前にあり，海もある場所は他
にないと言う。桜島は大変評判がいい。だが今
は，ジオパークやサイクリングと行ったアドベ
ンチャーツーリズムに大きなニーズがある。そ
れに対する取り組みが少ないのではないか。桜
島の活用がこれからの課題ではないかと思う。

最後になるが，喜入に新しくできたグラウン
ドを昨日見に行ったが，素晴らしかった。クラ
ブハウスがないのは課題だが，本当に素晴らし
いので，あとは鹿児島ユナイテッドを盛り上
げ，何とか早くＪ２に昇格し，さらに盛り上げ
る。そうすると，鹿児島の方々にとって大きな
核となる。また，今いろいろと県と調整中だと
思うが，やはりドルフィンポート跡地にサッ
カーの専用スタジアムを作り，そこから天文館
までの回遊をしっかりできるようにするべきで
はないかと思う。県と市が力合わせてスタジア
ムを作った非常に素晴らしい先進事例が新潟に
あるので，そういった事例を学んで，鹿児島ユ
ナイテッドを核に大きなまとまりを作るべきで
はないかと思う。昨日聞いた話だが，鹿児島ユ
ナイテッドがＪ２の頃，鹿児島で新潟との試合
があった時，何と新潟から鹿児島に 800 人来た
そうである。それだけ大きな可能性を秘めてい
るので，ぜひこれから県としっかり連携して，
うまく鹿児島ユナイテッドを活用していければ
と願っているところである。


